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｢ヒメカツヲブ シムシ｣に就 きて

陶 版 --､参 蛸

山 川 保 治

輔 百

従来此種の幼鍬 ま､羊毛妓びに其製品及び皮J.Lf,I､基地乾免新9)苦慮として知られて居るが,

特に毛織物を蝕!.夫:することの甚だしきことは,-一敗に認めらる 虚ゝにして､叉､生朝を蝕喜切

断する裾線のうち.其主役を務めるものは､此種の幼鳥であることは,特に忽にせざるや う注

意すべき事･項と言はなければならないO此椛の研究配に就きては,既に高橋奨氏C23)の記載あ

れば､此所には省略すること しゝて､従兼余が飼育観察せし結基と､先輩諸氏によりて研究部

著された奉賛とな参酌 して,ご如こ本棟生前把及び習性の大要を記載せんと歌するのである｡

本文を草するに常i)て駄UJなる助言を輿へられし春川博-七に操甚なる謝意を表すると.料 こO

富農及び梨園に多大なる助力をせられたる松尾棄拘耶氏と､本研究調査に終始助力せられ1こる

芥Li久代氏に輝 く感謝の悪を表すし､

分･類挙上の地位と名和

所属 鞘麹日揮 竣目)Col叩1)i(,m.

多食重日 PolyI蕪aga.

かっをぶしむ し科 òpl･111仁ゝStidaLl.

学名 Attag州tlSpil･etlS()li＼心1･.

異名 A,mt,gatolllaFahri(･王u.q.

A.japoni(､tlSRt1itt(～l一.

和名 ヒメ カ ツ ヲブ シ ふ シ､Lヒメ カ ツ ヲム ツ､t=メ カ ツ ヲ10

分 布

本邦に於ける此種の分布地域として､礎兼知られて居るのは､北淋遣､本JJ札 糊臥 九)).I
I

朝鮮,塞潤等であるが｡我が内地に於ては､関西地方よQ)も細末地ガが滝かに多い様に息は漆

る｡高橋奨氏(一23)の調査では､m勺地にては､藤島u,群馬.長野,山梨､埼二に､紳奈川,雷LJ
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前川､稲井,兵乱 の十牒下の折 々に於て棚常の哉[-LA.を認め,此内精々多剖ま,長野､駄 目､

の二瓶なり』とO外囲では歓洲-･潤 と､北米合衆陸=こ麓することが知 られて屠るo

形 態

成 亜

脚 ヒ直後(Dものは.主矧胸部と脚は黄褐色で､麹鞘は収自色､腹部は次黄白色であるがo羽化

後2相 間を経ナこものは､発脚 線獅 舵 は なり､;Titに24時問を経れば全醒黒褐色となるL,此色彩

はご咽 iAに濃 くなって.蓬には普通に兄 らる 卯ゝき光揮ある黒色を累するに到るのであるO

成轟は長橋柳田で,朗部には微緋の離別を密布 L/-Ll黄褐色の純毛別tl座 し､磯Mは 柿即臣で

盟濁色を=hjiL､聯伽ま弟褐色で1櫛 より成り､束鞘の3柿は著しく大きく､特に雄にありては､

鋸 盤0)第11韓は長大にて､雌の来れの約3倍rD長 さがある｡u典は淡褐色であるo前脚背の後

縁中央は後方に向って望糾 =ノ､前胸背鮒 二は微細の離別を密-1IJAして､黄褐色の紳重な散鋸 して

屠る｡小楯板は長三脚 t4.でO髄

鞘1･.にも鮎刻を斬和し.黄褐色

())脚毛胡乱FJJlするが,特に担報

の基部と裸線に於ふた部分に多

いo後髄は光輝ある隼透朋で､

辺舵は次補色を弾んで居る､,脚

は非補色で3掛共に略は･同大 O

酷の機軸には一様に黄褐色0)紳

毛が虫へて屠る｡惟長は以下の

表にホせる如 く､雌雄各20711;で

紘,雄の最矧 が.2Lミ･)メー'll

)Ll､塙長4.OLE1)メー トル1､で

甲均3.54Lミ')} - ト'レ1こ潤巨の

胞短は4.5Lミ1)メl 一 )L｢.最

長5.3Lミリメ- 目し1､ラド均4.86

Lミ.)メー トル1となって居て､

噂は雄より逸かに-̂@きいO

Lヒメカツヲブ シムシ戚轟 ノ憎長



●IlI

卵

卵は乳山色で､其膨ちJ削削封酎短｢Lr:.あるが,佃艇によって､不正楕臥 或は曲三E状､不正形

等形0)婆化が頗る多い｡北は産卵場桝の状況による.lLむを得ざる轡形ならんと凪寄せ らる｡色

彩 も叉通常乳lヨ色であるが､個鰹によって幾分淡黄色を聯むだ ものがあるLl卵の長さは0.5L;.

I)メー トJL｢内外で､Lヒメマルカヅ=)ブシムシ1の卵と殆んと同長であるが､卯o)幅即ち卯の太

さはLt=}-.I)Lカツヲブシムン｢rJlよりも活かに大きいことが､登るしく鼎連する特徴である､Y

幼 凝

L第-一一齢1醇化常時の幼魚は､姉狛裏獅袷色を骨むだ淡黄淡色であるが､剛 比の春する部分は

欄色別 浮び､圭一頻は赤褐色を覚 して罵るり朋郡は前端太 く､後-JJ'に到るに従って線分柳 くなっ

て屠る｡,全牌が炊白色で､二号封の脚脚も乳状白色であるが､脚端の爪は淡褐色別枠むで居るD

頭部と胴部の各節には決補色の紳毛を散生 し､末節璃よ机が0数本の淡禍CJ,鹿毛鋸 盤方に向つ

て生 じ.此尾宅は柔軟なるナこめに波状を鼓してEi;･る､､幼鼠の階段は 1.0Lと1)メ- いL1-的筏

であるが､尾毛の長さは 0.8Lミ1).メー トル1使ある

L老:熟幼魚｢全階噺患紡錘形で､尾端に到るに碓一つて二年呈糾二珊怠るI,胴部各項節の背鮒 ま牛樹

形に膨起 し､版hllIは ∠Ll'･たく､胴部の横断離 別浩かも蒲鉾形を崇して屠る｡全槻燈褐色であるが､

胴部の腹所と各項節の後縁は基色彩が薄いO

抑制ま横楕剛隊で､樟褐色毛を密虫 し.土塀は漁補色である｡胴部の表面には樟褐色の鯨毛

秤

基色彩は薄いし､此他各噴節に樟補色の候文毛覇投生 して居る｣末節端に!l･:へて屠る数多の漉き

燈褐色の尾三毛は､札べて後方に向って鞘/.,放射状に出て居る:,こう.封の脚脚は胴部と耐色である

が,脚端の爪は暗褐色である｡klJ晶の充分成長せるものは､醗長 日･OLTJ)メー トル1 に達 し

尾毛の長引ま5.0Lミ'1)メー ト)Llr勺外ある.)

輔

矧ま其形略は紡錘形､発腔が淡矧三伯 で､淡黄色の軟毛を酔t:.して屠るし､機眼は褐色を尊び､

前胸背は大きく軌 11形をして屠る､｡麹補職 ま腹部第四鯖の来場橡まで淫 して蹴る｡腹部0)廊iT.

第 2節乃至第 7節の曹線上の後橡には太き濁色碑があって,苑 3節乃至第8節の背線上の前線

にある紺き褐色僻と.托ひに祁射して舟形の模様を形成すれども､弟8締前縁の褐色樽は個韓

によって判然 しないものがあるし､腰部の末節堀には一朝 の褐色庶練がある｡雄の鱒鰐は細 く雌
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0)脚 勘ま太いO羽化数時間苗になると,食性寮褐色となり,祷馴ll<は黒褐色な足 し､辺は潜るし

く次神色を砕ぶるに到るo雌 4匹の醍長の平均は4.2Lミ1)メ- 1･ル1で､雅は之より描かに盤

かいO

経 過 と 習 性

健 ′Ⅰ三 回 敗

此種の経過に就きては,松村松 年氏 (1)によれば､トイモを終るにはIIヶ年凝要す1と云ひO

磯部辰雄氏 (5)紘,LII年ごとに1世代をなすもので-･-･III昨日の5月初旬に到 りて勧めて

桶化するD桶は約12-13口間にして羽化 LJ丈鑑する1と｡､隣IIJ桐邸氏 〔8)によれば､L年1回

敬fl三助点態にて越年す-･･-1とi名糾春吉氏C10〕は.LII年 1回の場介もあるけれども､ 1年 1

回の場合のあること尉 勧 Id)ナこと-州とO高橋華氏(2こりによ.叫ま､前述の外に Ll年 2回の畿

!-riをなすも0)ある如 し1なitlゝ 筈ばれて屠る,以｣:によれば､此様の聴fF.軒数に闘する誼は=A:

の3棟に幅別することが出凍るJ

l､JRii 掛ⅠⅠ叩 L澗Ilfl三1に1回静年ミのもの ,

2､足 掛H印し満 1年1に1lfnll蚤塵o)ものJ

3､ 1年内に.1回額fkの.ものJ

同山種矧 こて､然かも､其れが11本州飢二於ける錐肘回数に,新の如き州法を見る三になる原

料が､如楓峠代の食物の榔速によるものならんとは､EI.って､名和梅吉氏 〔1())0)指摘せらか

た塵であるが､同氏の報文たるや簡にL.B･て､中には例'/Fのあることを附Tmせられて屠る｡高橋

華氏 (23吊 ま､此種蓉頻回数の L段も普通なるは, 1年 1回の=廿℃で歴年度上Il年に亙るもの

JI年1回0)との即ちTl工年に耽(,)て成曲となるものは少数,1年円に2回のltT:代を繰り返すもの

は束に少数なるもの 如ゝLlと.記載封 して屠るO京大良品興研究斜 里こて､自然渦度の継悪

のもとに.Lラ･タダ1EtT,毛布を食餌として飼育したものでは､幼歳は蛙掛けⅠⅠⅠ年に耽り､満HIF

で 1回の章魚を完了した:,而して,冬は余が教咋凍鶴饗せ し塵では､凡べて幼魚の状憩で越印

して屠る｡

霧耶附近の野外で,威蕗が掘賂されるのは､六月上中旬境が鼠も射 ､O然るに､兼犬昆曲輿

研究寵円の自然渦度の盤で飼育せるもの 戚ゝ線の郷 ヒは,軌即トド旬頃が叢も多かつ1=0両 し

七.之等飼育せるものの成魚の尊命は､下記表の如く､雄7匹に就きての調査では,長嶺が22

日､胞長が27n-:Ill:均 24･3日となりJ唖 7掛 こ就きての調査では､巌頬が23日,縫長が28日を
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教へ､卒均 2417日で｡雌は雄より其薄命が多少長いことを示して屠るL､尊命観察に伐つ1=雌雄

の各7脚 ま､幼魚より飼育し､ 桶となって羽化したもの 小ゝか ら､L表によって明らかなる如

く1それぞれ各雌雄を一組として交尾産卵せ しめた もので､食餌は給せず､産卵後､自然に艶

死するまで放置して､其生存｢t教を決起したものである､l

威巌の羽化蒜に其他の習性

成魚の郷 ヒは多(は不錯対で､蓋間郷 ヒするも0)は殆んと私らオーないJ妙用 がflI-く､飛軸力も

州営弓勘､,動作は頗る防菌で､飼育容浄Lペ ト1)シャーレ1の坤 に入れてある幼曲の灸怖たる

三朗 丁切の曜間に,豊間多数群棲するの,JIB,,度々乱られるが､又､成島は野J/[の種物花特に Lツー

ジ1(8)､或は Lハマポ ウ 71月 (二10),などの花上に娯楽すると弼され,凍都では晴天の最盤

中に､rニlジンJの花山二多数の成鼻が集まって屈るのを､唱和1叫三(う月15日槻察捕集するこ

とが,'Tl.来た｡之等野外の柵物花J二で掘果した戚曲を､室内へ持ち締って､毛布切を入れてある
飼育容韓Lペ トリミヤ-レ1の中に､入れるときは､間もなく,毛和矧卿与irD比較的光線の到

達 しない個所に､悉 く潜入してしまふrDを見る.此離葦より推測すれば､Lヒメかソヲブシム

シ1成轟の光に野する趨佃ま､其-一生の幡期によって蟹化して行 くものである卿 く考へられる｡

而 して､成島が光に集まるのは､横LM剛l低 (8)によれば､L蟹を吸収10)肇だと言ばれて

屠るが､花粉を食するが如きことも作る横に考へられる-､此習性に就きては東に附託の必要が
1

あると思 ふ さ

産 卵 と卵 期 及 び 略 化

成鼻が卿 ヒしてから交尾を始めるの臥 5-6日の後で､交尾包終った雌は多くは御 削二鷹卵

する｡卵は､毛布､羅紗､Lモア･.)ン1などでは,之れ等の毛の閥に 1粒づ ､ゝ凍みつけ､1個

坪に多数縛めて産むことはしないJ 宅･の間に疎み込まれた卵rJ)状態は.株伐なるもの､斜めな

るもの,翫 T_せるもの.などあって､其様式は全く一様でない 1雌最の絶産卵数に就きては,

卜記表に示せる如 く､雌雄各7組のもの 調ゝ査では､放少49陣､放多叫牡を数へられ 平均7

乱BS粒となる=,産卵期問 に就きては､耐じく雌雄各7組の調査では,炭焼3rt､縫長 10日を

数へられ､隼均7.28LtとなるJ斯の如く産卵期間は約1週間で､其間に4--5回産卵するのであ

,-Jご父､卵rD期間に就きては､同じくード記衣に示せる如 く､ 7組の雌雄が廃んだ.筋化卵教 2

5時 との平均卵朋は 16.()8であるJ 而して､櫛僑華氏 (23)の此産卵期に輔する押掛 こよれば､
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Lヒメ カ ヅ ヲブ i/ムシ1の産卵と附 ヒ及び産卵期開披びに成鹿の薄命O
(鳩朴 卜四年調波)



昭利十四年五､六月Lヒメ カ ツ ヲブ シ ムシ1飼育室内温度

月 V

L5月下旬のJ･.準旬は14日､下車旬13FIL16月上旬の上中旬は1相 ,後牢旬は7日､同11-旬は三Eと

して7日. 7月卜旬には7[l以下 6[は なる1とあ く)J之を要するに粗度の高とろに塞1て､

卵期間が煩輔することを推測されるO

幼鼻の卿 ヒも多くは聴聞で.卵の卿 ヒ準は∴卜記表0滴lく7組の雌雄で産んだ卿の地歌510

粒のうち.聯化したものはt15蝿 で,残り252紋は卿 ヒを見ることが州凍なくて､卵の健で舞死
申

してしまった｡恐 らく不安席卵であったらうと凪はれるo之に依れば､備かな例ではあるが､

Lヒメカヅヲ -,シムシ1卯の酵化牢は､醜産卵数の二分の一軌 二掛 ､数字を示し､照化率の非
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僻に低いことが矧iLる｡

幼 蝕 の 習 性

幼蝕の動作も活膳で､網化r糊もない幼漁が､､童の閏を敏捷に這ひ廻る和様を見られ.-･蝦に

暗所な好み､帆封剛刑ま忌む傾向があるけれども,髄に袈飾用として張り付Jられたる瑚 洗物

に､投_/1-:lvu吾しっ あゝるの怨札らる 瑚ゝ 鞍より推測すれば､劫曲が屠所を好む性悪は､必ずし

も稚則1'lF･Jのものでない桟に考へられJるL,

加-Hの三l三枚を務めるのは掴 あで､成品の加害は殆んぎ見られない､幼曲のljH害は毛織物など

では､始め:jfl:轟を触ひ､蓮には基地を犯して穴を穿ち､艶榔群億をなくしてしまふのが骨油で

あるL,糾して､一服に浦押な物よりも､=f･柿のついナこ汚れた物のガが.又､同一物では汚れナこ

郡jJlが他の個所より摘定鴇の甚だしいこと､毛粧物源が亜まれてあるとき､其折れE=1は然らざ

る郡分よ()も､雑音の甚だしい佃rFqのあること､なtllはLヒメマ,Lカツヲゾシムシ1や｢コイガJ

0.)幼鹿に於けると､殆んど発くIiil機であるL幼鼻帰拝横式0)-･つとして興味を引くことは､Lモ

ス t)ン1の如翫軌､二鯛塩物を､基下側から､膿を逆さ恵にして､基裏側を蝕裾するの別生 見々

/'5ことであるJ噺の様なTJIF粥0)仕/1-は､Lヒメマ ルカツヲゾ三ム1110)幼糸などには.殆んと胤
ることが出兼ない｡

Lヒメカヅヲゾエム三1プ)幼曲は.Lヒメマルカヅヲゾ シムシ｢や Lコ1ガ1の幼魚よ()も､碇

ド:個食食性で､-.植毛粧物鼎の外､毛碑別鵬E:し,殊に光に述べた如く,_/-Fミ碑の煎要な韓良

であることば､特にi二[三悪を粟する塊である､而して父､既繭は此幼鼓のために終始的'-i=E:される

と貰ほれて解るが､此場斜ま蘭叶の帆を食はんがために繭に''#･乱するのであると息はれる.佃

は此他,毛皮､腔節,一･般乾免職､鳥湖の剥製標本､基地の動物乾燥幡本を触斉し,動物饗の

ものは種類を選ばす､加害をi望しくする喜曲であるO
●

毛熟せる幼曲は,dE:lTHヒのために特別な場所怨造るが帥きことなく､及.他に移動するが如き

ことも札られないO英機放線の脱皮をして､食餌の間で輔化する,

助鵡別間0)長さに紙きては､献酬i･代数の項に放て述べた如く､食物の楳頻によ()て､比較

的煽期間に成熟するもの.と､1,JJ氏(/)長期に甘.るものとある様であるし1此問越に就きては堰掩研

究中につき､後日の轍馴こ謀りたいと思ふ｡
=】

桶 の 期 間



■ 日

蛸の別間に就きては,下記衣の如く､'1'1粧(桃1､棚21)では､絶無5日.最良1州 で､-LIIIL:均
13･O9r二1となる.

Lヒメ カ ツ ヲブ シム シ1畑の親間

(昭和十三年訳IAlt)

Lヒメ カ ツ ヲブ シム シ-1に関する邦文 戯々
i

1.枚 村 松 IiI三 日米 平 曲 欝､LidO-一･tHl買､L明治三十二年11Hlt7(.1.

.2.lJ.f々木 忠次郎 艇 内 の 効 物,糾 -i-2頁､L明治三十八年lltJOr7,

3.枚 村 松 '･Tミ 大日本鞍慮朱書､後編,'が.3･JltS･'･唱､L大正F'Ll年1i-tu5,

一t.長 野 基 次 郎 樹説半劫と益嶺､10(ト 1't77鼠 L大iEL沖11tLlltl･
t･～,,磯 部 松 雄 宅頬判晶の貯激と其寓駄 科撃Ij;n撒矧FL機頭割り娘,:-ilト･11乱 L大荘卜_A:牢11tJかt

li.中 山 昌 之 介 輪山地綿のL#･漁に就て､Lヒメかソヲプシムシ1瑞戯'=.潜鮪誌節十三巻仙‥+1,i)･i瓢､

L大正十五年1199(3.

7.山 ttl 燐 毛織物の叔磐預防法の話､化畢工基節1-rIl.奄舞L;漉､1lt･--9OpAdL昭和,:沖 119が .



lO

ITi糟 山 桐 郎

-ll.宅 和 栴 讃

lO.名 和 榊藷

ll.磯 村純一
1'3.枚 柑 松 平

1:L構 山 相 即

l上t.松 村 壮 年

L･;.九 =E-侶 勝

一lr･.犠 村 地 坪

17.北 隆 館

LH.購 湖 中 一一一

最新日本覇業賛助金討､1119-→139式､L昭和四if･111ttl911.
韓慮防除賢･T311･､66-G7式,L帽糾fqJ17三11<119111.

Lヒメカツヲブシムシ1のまと清むに就いて,農奴111灘耶三卜三巻節八挽,'17--3Oixi

L昭和四年119.20.

毛織物を喰ふ親の諮､見地粒界約三十三省約八披､池一一-3三唱 L昭和'lf一凹ll'LはLtl･

遊 民 劫 轡､三は9--:111!‡式.約十入間版11.11ヱIL昭和JJ:年114L鳩0'
円木 の 甲 劫､113式､lA個 版lLj糊 し昭和三/1二年11tJ枇

日本法軸大樹臥 1.5(ト157TL､L昭和)〈liF･114Ll札

だ111昆 戯 撃､E10ll,H L昭和 .(irll1931･

大日本号埠兼職説､-.捌 JL13与5式､姉frJ..卜九陶版日脚 L帽和し勺=･11tJilt2･

H本品凝固鑑､Gdl頃､L昭和b年11tLlとは.
観察舵よりLヒメカ､ソヲブシムシ1敵った箪豆を遺ふ,成敗世辞第三十.＼私1-31鍍

;･iL6--1317式､L昭利L;'lt=･11(ll:～ll,

19.rT和 梅 育 成魂鵬忘強L標本fJ的Ei･の髄節曲1品叔批界第三十L鳩･拙l鞄,uJLL式,L相和八年11tLllは.

弧 婆 霊 蒜 努 馳 甲舶 譜､駈 欄 馴 岡 L哨*"̂ 耶 9!ji3･
-ll,桑 名 伊 之 督 断賃家艇の繋鹿と･11:一防徐,1117-111旧 し昭和九年1111糾.

Btl･高 梼 娼 生麻の繋蝕に就きて､輪髄鞘靴誰雛二十一怨'2･･'-部噴 L昭和九/.Fll!1弧

汎 菖 監 牧 街
-,-lie
圭k輝の繋塊 Lヒメカツヲブシムツ1に関する調査研究､第一報,先細綾香研Br･兜

轍;rlJ.約一奄第三lt'}挑 L昭和九年11'Ll糾.

用生E)｣｡､


